



































なの会社等に対 し,同 じく海部文部大臣から感謝状 と記
念品の楯が贈呈された,
氏 名 年令i .現 所 属 疹 加隊次
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が行われた.次 に,研 究棟を建設 した会社,そ の内部設
















ともに,南極の映画も上映 した.こ の日は,一 般の住民
のほか,近 くの小,中 学校の生徒が先生に引率されて多
数来所 した.生徒達は,写 真や鉱物,生 物等の資料を興
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極 地 研 二
の双発機が燃料不足で昭和基地の近 くに不時着 し,これ
を救援に来たMI-8ヘ リコプターで第21次南極観測隊


































































パ リをたち,ノ ルウェー ・トロムゼに向う.ト ロムゼ大
学で,我 々の受け入れ側責任者　Harang博士と観測点
の地理的条件,観 測機器の設置方法について打ち合せた




















ころがあ り,また,フ ランス側は我々が持参 したオ一口



































一 マ ク マー ド,ア ム ンゼ ンス コ ッ ト及 び
ス コ ッ ト基 地 一
永 田 武









































極 地 研 二




16了6～77マクマ ー ドサ ウン ド

















鈴*一義93(北 海 道 大 学 低 温研)12月1日 ～20日
RISP視 察
こ の他 に ア ラ ス カ大 学 の大 竹 教 授(南極 点 で 気象 研 究)
と南 極 点 の観 測 隊 長 与 儀 博 士(カ ル フ ォル ニ ア大 学,沖
縄 出 身,重 力測 定)等 多 くの 日本 人 研 究者 が マ クマ ー ド
地 域 を 訪 れ,日 本 人 の 活 躍 が 期 待 され た シー ズ ンと言 え
よ う.
神 沼 助 教 授 と筆 者 の 両 名 は11月1日 日本 を 出発 し,11
月2日 の 夕方,八 重 桜 の 咲 くク ライ ス トチ ャー チ に到 着,
翌3日 は ニ ュー ジ ー ラン ド南 極 局 を訪 れ,挨 拶勇 々事 務
的 な打 ち合 せ を す る.こ こで,南 極 局 のMr.　Mcpherson
か ら,今 シー ズ ンの 日本 人 は す べ て ス コ ッ ト基地 住 い で
あ る こ と を知 ら され る.4日 まだ 朝 明 け や らぬ 中 を 空港
へ,2機 のC141が 待 機,当 日の 同 行者 は 与 儀 博 士 や カ
ン タベ リー大 学 の 男女 学 生 等 女 性3名 を加 えた約40名,
8時30分快 晴 の ニ ュー ジ ー ラ ン ドを 出発 マ ク マ ー ドに 向
う.午 後1時30分 曇 り空 の マ クマ ー ド ・ア イ ス フ ィー ル
ドに着 陸,ス コ ッ ト基 地 の リー ダ ー の 出迎 を受 け る.曇
り変 な れ どまば ゆ い ば か りの明 る さ で あ る.空 港 か ら見
え る 山 々で,一[1で 分 った の は エ レバ ス火 山 のみ,あ と
は 神 沼 助 教 授 の 案 内 を乞 う.デ ス カ バ リー 山,ブ ラ ック
島,ホ ワ イ ト島,オ ブサ ベ ー シ 。ン ヒル … …等,初 め て
名前 と実 物 が 一 致 す る.噴 煙 をあ げ るエ レパ ス火 山は 南
極 大 陸 が今 で も生 き てい る証拠 で あ り,雲 の 上 に突 き 出
た横断 山脈 の燦 々 に は,か つ て 南 極 大 陸 に植 物 や動 物 が
棲息 して い た こ とを 示 す化 石 が豊 富 に 残 って い るは ず で







































くまで足を延 し,花圃着類,フ エラドレライ ト,ビーコ











だ しい岩 脈類 が分 布 してい る.し か し,岩 脈 の 調 査 は ほ
とん ど進 ん で お らず,フ エ ラ ドレライ トと の関 係 か ら今
後 明 らか に す る必 要 が あ る.
12月1日,鳥 居 教 授,田 中助 手,松 本 氏 と　RISP　(ロ
ス棚 氷 掘 削 計 画)の 鈴 木助 教 授 が到 着,ス コ ッ ト基 地 は
日本 人 で に ぎや か に な る,同 日 トム ソ ン南 極 局 長 を 始
め,ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドのVIPが 多数 ス コ ッ ト基 地 に集
合 す る.鳥 居 教授 以 下2名 は連 日深 夜 に及 ぶ 調 査 準 備 の
後,12月6日 ケ ー プ ・バ ー ドを手 始 ゆ に ドライ バ レーの
バ ン ダ湖,ド ン フ ァ ン沼,ポ ニ ー湖,フ レキ シル 湖 等 を
訪 れ キ ャ ン プ しな が ら精 力 的 に湖 沼 の 地 球 化 学 的 調 査 を
続 げ た.3人 は1月3日 調 査 を終 了 し,ス コ ッ ト基 地 に
戻 った.1そ して,鳥 居 教 授,田 中 助 手 の 両 名 は1月5
日マ クマ ー ド を 離 れ た.一 方,単 独 行 の鈴 木 助 教 授 は
RISPの 掘 削地 点J-9に 飛 び,じ か に,掘 削 の 現 場 を
視 察 し,さ らに,ル ー ズ ベ ル ト島 に飛 び100mの 掘 削 を
視 察 した,こ の経 験 は今 後 の 日本 隊 の ボ ー リン グに 生 か
され るで あ ろ う.鈴 木 助 教 授 は12月20日帰 国 した.
永 田所 長 は12月2日 夕刻 マ ク マ ー ドに 到着,す こ ぶ る
元 気 で あ っ た.所 長 の 日程 は ビ ッシ リで,3日 南極 点,
4日 ドライ バ レー か ら裸 氷 帯(終 日),5日や ま と限石 講
演,夜 は パ ー テ ィー,6日 ケ ー プバ ー ド,ケ ー プ ロイ ド,
ケー プエ パ ンス と名 勝 め ぐ りの 八 一 ドス ケ ー ジ ュー ル が
続 つ い た.所 長滞 在 中,神 沼 助 教 授 は24時間 の ク ロー ズ
サ ポ ー ト,私 もで き るだ け 行 動 を と もに した.所 長 は マ
クマ ー ド滞在 中大 変 ご気 嫌 良 くす こぶ る元 気 で,マ クマ
ー ドの休 日を満 喫 さ れ た.た だ,残 念 だ った こ とは 天候
が 悪 く限 石 探 査 が十 分 で きな か った こ とで あ る.8日 に
再 トライ の準 備 を進 め たが つ い に 天候 は味 方 して くれ な
か っ た.こ れ だけ が 心 残 りの 様 子 で あ っ た,
12月8日,隅 石 探 査 の ア メ リカ側 メ ンバ ー,ピ ッツバ
ー グ大 学 のW・ 　Cassidyとシカ ゴ博 物館 のE.　Olsenの
2人 が 到 着,2人 は48才と49才の お年 で,南 極 は 初 めて
と言 うこ とで あ る.永 田所 長 と　Cassidyはタ ケ,ビ ル
と呼 ぶ 程 の 間 柄 で,話 合 い は ス ム ー ス に進 み,明 石 探 査
は 日米 共 同 で 進 め,　U.S-JAPAN　ANSME　(ANTARC.
TIC　SEARCH　FOR　METEORITES)の プ ロジ ェク ト
名 に し,収 穫物 は 折 半 す る こ とが決 め られた.
12月15日,ライ トア ッパ ー グ レー シ ャーt!こキ ャ ンプ,
明石 探 査 を開始 す る.同 日ヘ リにて 裸 氷 を偵 察,フ レ ミ
ン グ山 とボ ル ダー 山 の間 に あ る狭 い 採 氷 に強 引 に 着陸,
早速 飛 び 降 りて,双 眼 鏡 で ジ ー と裸 氷 を に らむ.一 瞬 黒
い もの が 日 に入 る.し か し,地 吹 雪 に か き消 され て しま
う.涙 を ふ い て再 トラ イ,や は りあ る.私 は ツル ツル の
青 氷 を そ れ に向 っ て 前進 途 中 で ま た 確 認 す る,確 に黒
.いも の が あ る
.し か し,そ れ が碩 石 と言 う保 障 は 全 くな
戸い.今 まで タ ビ タ ピ悩 ま され た黒 色 の ドレライ トで あ る
6
ユ ー ス
か も知 れ な い,期 待 と不 安 で 近 ず く,裸 氷 上 に ポ ツ ンと
あ る のは や ま と限 石 と全 く同 じで あ る.近 づ い て 良 く見
る と ク ラス トが あ る.間 違 い な く頗 石 だ.さ らに,こ の
地 点 の風 下 に2番 目の 隅 石 ら し き もの を発 見,た だ ち に
10㎏以 上 の コ ン ドラ イ トで あ るこ とが 確 認 され た.こ う
して,ビ ク トリア ラ ン ドで 最 初 の陽 石 が発 見 さ れ た.全
くの偶 然 で あ る.運 が 良 か っ た と しか 言 い よ うが ない.
こ の青 氷 を探 査 す る予 定 な どは全 くな か っ た.た ま た ま,
大 陸 の 裸 氷 帯 は 天 気 が悪 く近 ず け なか っ たの で,ど こで
も いい か ら青 氷 と言 うこ とで こ こ に降 りたわ け で あ る.
そ の後 この 青氷 帯 に キ ャ ンプ し,く わ しい 探 査 を実施 し
た が なぜ か 陽 石 の 破 片 さえ 見 つか らなか った.明 石 探 査
は ク リー ン山,フ レ ミン グ山,デ ウ イ ッ ト山 と続 け られ
た が,裸 氷 上 に は あ ま りに も岩 石 片 が 多 く1個 の限 石 も
発 見 で きな か っ た,-15℃,激 しい 地 吹 雪 の 中 で の探 査
は 爽 に きび しか った.そ れで も,限 石 が 見 つ か れ ば 救 わ
れ る もの の,1か 月 の空 白は 痛 か った.裸 氷 に は明 石 が
あ る と言 う考 え もあ や し くな りか け だ した,
私 は 最 後 の チ ャ ンス を ア ー レ ンヌ ナ タ ー クに 賭 け た,
こ こは マ ク マー ドの北 々西230㎞,ヘ リで 飛 べ る 限 界 で
あ る.初 氷 は か な り広 か っ た.も し,こ こに な け れ ば 来
年 の 陽 石 探査 は 中止 せ ざる を得 な い.1月18日 ア ー レン
に 飛 ぶ,快 晴 で あ っ た.採 氷 は 広 く,氷 状 は や ま とに そ
っ く り,我 々は ヘ リか ら目 を凝 す.あ った/20kgは あ
りそ うな コ ン ドラ イ ト,大 部 風 化 して い る.そ して,そ
の す ぐ近 くに阻 鉄 を発 見,つ づ げ ざ まに6個 発 見 す る.20
日に再 トラ イ,合 計9個 発 見 す る.最 後 の ア ー レ ンNo.
9は400kgを越 すバ カで か い コ ン ドラ イ トで あ っ た.機
内 は明 石 で 占め られ足 の 踏 み場 もな く,限 石 に 足 を乗 せ
て帰 っ て来 た.
今 回採 集 した限 石 は 合 計11個,460kgであ る.こ れ は
や ま と限 石 の 実 に4倍 半 に 相 当す る.最 初 の約 束 どお り
半分 は極 地 研 が も ら うこ と に な った.
50才に近 い年 令,初 め て の 南極,ア イ ゼ ンを は くの に
1時 間 も かか る彼 等 で あ った.足 の 裏 を水 ぶ くれ に しな
が ら最 後 まで 良 く頑 張 って くれ た.実 に 立派 だ と思 う.
結 果 的 には む くわれ は した け れ ど,彼 等 の限 石 に対 す る
情 熱 を や ま と隅 石 にむ らが る人 達 に 見 せ て や りた い思 い
で あ っ た.
(筆者:矢 内 桂 三 国 立極 地研 究 所 助 手)




古 い 南 極 観 測 隊 員 に は お馴 染 の メ ロイ さん が,こ
の1月7日,メ キ シ コで 水 泳 中 急 死 さ れ た.水 泳 に
は 自信 が あ り,潜 水 に も近 頃 凝 っ て い る と聞 い てい
た あの メ ロ イ さん の 水死 と は信 じが たい こ とだ .昨
年11月半 ば の あ る 日,夜 遅 く小 生 を訪 て きて くれ た
時,正 月 の 休 み は メ キ シ コで す ご す と楽 しそ うに話
して くれ た こ とが 何 か の知 らせ の よ うな気 が して な
ら ない.
メ ロイ さん は,第3次 観 測 隊 に参 加 した最 初 の外
国 人 オ ブ ザ ー バ ーで あ る.彼 の 流暢 なn本 語 には,
ナイチ「内ツのスン聞」となまる東北出身隊員が,「 内地
　 'jljri'1
の新 聞 」 と直 され る始 末.真 水 を池 か ら石油 罐 で運
ん で い た そ の頃 の 昭 和 基 地 で は 進 ん で そ の作 業 に加
わ り,「 青 い 日の ニ コ ヨ ンで す ね」 と笑 っ て い た こ
とが今 で も 日 に浮 ぶ.
メ ロイ さ んは,オ パ リン大 学 及 び ハ ー バ ー ド大 学
を 出 て,戦 争 中は 米 海 軍 に 語 学 将校 と して参 加 した
.戦 後 外 交 官 と して,神 戸,東 京 で 副 領 卜1τ,札幌 で
は 領事 と して勤 務 し,そ して 南 極 観 測 隊 に参 加 した
こ とが彼 と 日本 との深 い絆 とな った の で あ る.1962
年 の秋 だ っ た で あ ろ うか.サ イ ゴ ンの 大 使勤 務 の お
り,ひ ょい と小 生 を訪 て くれ た こ とが あ った.休 暇
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を と って福 島 の安 達 太 良山 に登 りに きた 程 の人 で あ
る.南 極 再 開 も間 近 い頃,第7次 隊 が 昭 和基 地 に 持
ち込 も う と した小 型 ブ ル ドー ザ ーの テ ス トを兼 ね,
秋 の富 士 山 に 登 っ た こ と もあ った.1963年か らは,
ニ ュー ヨー クの 日本 協 会 の副 理 事 長 と して 日米 の 文
化 交流 に 専 心 し,そ の交 友 の広 さか らも,こ れ か ら
とい う時 に 拙 しい こ とで あ る.不 幸 は1丘な る も の
か,昨 年7月 ベ イ ル ー トで 射 殺 さ れ たF.E.メ ロ ィ
ア メ リカ大 使 は 彼 の 実 兄 で あ っ た.フ 非一 ド大 統 領
か ら渡 され た 星 条 旗 で 兄 の枢 を被 っ た そ の メ ロイ さ
ん が,半 年 を経 ず して 後 を追 っ て しま っ た のだ.二
=一 ヨー ク のGRAMORCY　 PARKに 眠 る メ ロイ
さ ん は,享 年56才.こ こに慎 ん で 哀 悼 の意 を表 した
い.
村 山 雅 美
第17次 隊 月 例 報 告
〈51年11月・12月〉
観 測 報 告
地 磁 気:プ ロ トン磁力 計 に よ る地 磁 気 調 査 が,ス カ ル
ブス ネ ス で11月2日 か ら4日 まで,ラ ン グホ プデで24日
か ら26日まで 実 施,ま た,12月3日 か ら5日 ま で ラン グ
ホ ブデ実 施 され,そ れ ぞれ 良 好 な デ ー タが 得 られ た.
バ ル ー ン:大 気 球 実 験 は12月7日 よ りスタ ンバ イ に入
り,12日14時38分に放 球 され,約12時 間 に わ た る気 球 か
らの観 測 デ ー タが 受 信 され た.
生 物:12月 に オ ン グル カ ルペ ン,ル ンバ及 び ラ ング
ホ ブデ で の ペ ンギ ン調 査 が 行 われ た.
ま た,隊 員 の血 清 免 疫,グ ロブ リン,補 体 の 定量,み
ず ほ 旅 行隊 の 出発 前後 の身 体 検 査 及 び ペ ンギ ンの糞 と魚
の 採 集 が 行 わ れ た.
その 他 の 部11'jも順 調で 観 測 は12月中 で ほ とん ど部 門 が
終 了 し,資 料 の整 理 に お わ れ てい る.
気 象 概 況:11月 は 季節 的 な変 り目 に あ り,殆 ん どの低
気 圧 が 基 地 の は る か 沖合 い を東 に 通 過 したた め,4日 に
吹 雪 を観 測 した ほ か は,全 般 に風 弱 く比 較 的 穏 や か な 天
気 が 続 い た.下 旬 に は気 温 の 上昇 が 著 る し く,30日に は
最 高 気 温 プ ラス4.4℃ を記 録,1こ れ まで の11月 の 記 録
(2.7℃)を更 新 した.
11月は 海 洋 上 か らは りだ す 高気 圧 にお お わ れ る 日が 多
くな り,一 般 に 気 圧 も上 昇 し天気 は 夏 型 に移 行 した.
前 半 は 晴 れた り曇 った りの 日が多 か っ たの に 対 し,後
半 は天 気 も安 定 し風 弱 く快 晴 の 日が 続 い た,25日 には 最
高 気温8.7℃を観 測 し,こ れ ま で の12月の記 録(8.1℃)
を更 新 した.ま た,平 均 気 温 も累 年 平 均 よ り1.6度も高
く,従 っ て 日照 時 間 も平 年 値 を95.7時間 も うわ ま わ った
全般 的 に昭 和51年は 寒 い 冬,暖 い夏,そ して ブ リザー
ドが少 く,種 々の 気 象 観 測 記 録 を更新 した の が特 徴的 で
あ っ た.
設 営 報 告
燃 料 消費 内訳 単 位'
区 分 .清鉋 翼..。一「消燕1墨.亙.
普 通 軽 油114・Me!17・…1・5,33・ ・5・,・・51
灯 油3・400 .26・915i1・500125・415,
11月8日,昭 和 基 地 を出発 したD31ARラ ジコ ン ブル
の テ ス ト旅 行 は,9日,S16を 発 ち2t積 み木 製 櫨6台
を牽 引 し,ま た条 件 の 良 い とこ ろで は 更 に居 住 カ ブ ー ス
1台 を増 結 し順 調 に 走 行 し,16日午 後 み ず ほ観 測 拠 点 に
到 着 した.往 路 は 平均 時 速3.5～4㎞,燃 費4.31/㎞,復
路 は 平 均 時 速5㎞,燃 費2.51/㎞1であ っ た.隊 員 健 康 状
態 も概 ね 良好 で その 他 順 調 に 経 過 して い る.
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昭 和 基 地 月 別 気 象 資 料(Syowa　Station　Monthly　Climatological　Data)
平 均 気 温 〔Mean　temp.)　(°C)
最 高 気 温(Max.　temp.)　(°C)
.最 低 気 温(Min.　temp.)　(°C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,　s alevel)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平均(Max.　wind　speed,　1〔}-min.　mean)　(m/s)
瞬間最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)























「南極 」 は た だ ち に 「寒 い」 を連 想 させ る,確 か に 南
極 は 寒 い場 所 で あ る.寒 い こ とは 分 って い た が,そ の寒
さの程 度 が解 明 さ れて きた の は,1957年の国 際 地 球 観 測
年 以 後 で あ る.
南 極 観 測 が 始 ま るま で,南 極 地 域 で観 測 さ れ た最 低 気
温 は,ス コ ッ ト隊 に よ り19U年7月 に記 録 さ れ た一60.5
℃ で あ っ た.南 極大 陸 の 内 部 で は も っ と低 温 に な るだ ろ
うと想 像 され て い た が,実 測 の例 は なか っ た.そ して,
北 半 球 の シベ リア ・ベ ル ホ ヤ ンス クの 一67.8℃が 地 球
上 で 観 測 され た 最低 気 温 で,こ の付 近 が 世 界 の 極 寒 地 と
考 え られ て い た.
1957年,アメ リカ隊 に よ り,標 高2,800mの南極 点 で
越 冬 観 測 が行 わ れ,-74.5℃の 最 低 気 温 が観 測 され た.
そ の 後,東 南極 大 陸 の中 心 地 域 に,ソ 連 隊 に よ りボ ス ト
ー ク,ソ ビエ ツカ ヤ な どの 基 地 が 建 設 さ れ,観 測 が行 わ
れ だ した.こ の地 域 は 海 抜3,000m以上 の 氷 高原 で,最
低 気 温 が次 々 に記 録 され て い った.1958年8月 の ソ ビエ
ツ カ や基 地 の 月平 均 気 温 一71.8℃は 月 平 均 値 の 最 低 気
温 の 世 界 記 録 で あ る.ま た,1960年8月24日ボ ス トー ク
基 地 で 一88.3℃の最 低 気温 を記 録,こ れ は 現 在 で も世
界 の 最 低 気 温 の極 値 で あ る.
最 高 気 温 の極 値 と年 平均 気 温 は 南極 点 基 地 が 一15℃と
一50℃.ボ ス トー ク 基 地は 一21.℃と 一56℃で あ る.南
極 大陸 の 内 陸 部で は どん なに 暖 い 時 で も,気 温 一10℃を
越 え る こ と も な く年 平 均 気 温 は 一50℃よ りも低 い.
昭 和 基 地 の よ うに 大陸 周 辺 の 基地 は,内 陸 基 地 と位 べ
る とか な り暖 い.昭 和 基 地 で 観 測 され た 最低 気温 は1961
年7月28[1の 一42,7℃,最高 気温 は1977年1月21Hの
10.㏄ で,年 平均 気温 は 一10.6℃で あ る,最 も寒 い月
は8月 で,平 均 気 温 が 一20℃前後 で あ る.逆 に 暖 い 月lt
1月 で 平 均 気温 一1℃ 前 後 で あ る.東 京 の1月 よ りは や
や寒 い が,東 北 地 方 の1月 と 同程 度 の寒 さで あ る.つ ま
り昭 和 基 地 の一 番 暖 い時 期 は北 日本 の一 番 寒 い 時 と同 じ
程度 の 気 温 で あ る.た だ南 極 は 風 が 強 い,昭 和 基 地 の 平
均風 速 は6m,風 が1m吹 くと体 感 法lt度は.1℃下 る とい
わ れ る.し た が っ て年 平 均 の 体 感 温 度 は 一17～-18℃と
な る.暖 い とい っ て も昭 和 基 地 もず い ぶ ん 寒 い 場 所 なの
で あ る.
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